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補聴器は必需晶/     例会の模様 ヒ彦衡υ訳り 1

馘

難聴者にとつて、補聴器はもつとも身近な

生活必需品です。でも補聴器l~3高 lliです。

難聴者から補聴器購入費の助成の要望が寄せ

られています

現在の制度では、身体障害者手帳を取得すれ

ば購入費の助成を受けることができます。

しノかし、手帳を取得するに聴カレベルが70
デシベル以上でないと助成は受けられません。

難聴者の多くのは、70デシベル未満で日常

生活ほ困つているのが実情です。

ただ愛媛県は、 18歳未満で両耳聴カレベルが

30デシベル以上の人には、一部制限がありま

すが助成があります。

難聴の不便さを克服するためには、難聴者が

力を含わせて国や市|こデシベルを下げる要求を

してい<ことが必要です。

他県の一部の自治体では、70デシベル未満

でも補聴器購入費の一部を助成してしヽます。

2017.11の711会では認定補聴器

技能者から補聴器の話しを聞き

質Fnlに応えていただきました。

わたしたちの活動場所は、市陣がい者福

祉センターです。開催E3時は、市政だより

や案内はがきでお知らせしてい憲す。

2か月に 1回 (年 6回)の例会を開催して

います。
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1・ アズマ補聴器センター
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謗 5次障害者福祉計画作成の

アツサ・・Tルの間‐き取ク
2017年 8月 25日  2018年 度からの始まる障害者福祉計画作成に当たって、市から

障がい者団体へ聞き取り調査がありました。

この中で難聴者協会からは、次のような要望を出しました。

○補聴器購入の補助

○災害時の避難対応 (ヘルプカードの活用)

○障がい者の雇用の健進

○新生児スクリーニングの実施

○磁気誘導ループの設置

○身体障害者手帳 6級対象の聴カレベル70デシベルを40デシベルに引き下げ

○市のすべてのカウンターに手話や筆談の対応ができる旨の表示

市民や難聴者を対象に、開こえに関する催しや補聴器の相談、身体障害者手帳のはなし

などを開催。年に6回の例会を開催し、難聴者の諸課題に取り組んできました。

難聴者の切実な要望や相談事を取 り上げ、

働きかけ、私たちの生活の質の向上を目指 します。

年に 6回の例会を開催 し、難聴者の意見交換を tノ ながら課題解決に向け活動 tノ ます。

新居浜市難聴者協会

耳の聞こえに困つている方の相談にのり、

解決のために一緒に活動していく会です。

会員を募集しています
難聴者、中途失聴者、人工内耳装用の方

それに家族やボランチイアの方の入会を歓運します。

年会費は 2,000円 です。

これまでの活動

これからの活動


